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研究の概要

•Beyond 5GネットワークはeMBB、URLLC、MIoT、V2X等
多様な種類のサービスに用いられることが想定されています。

•同一のネットワークにそれらを同時に収容する場合、ネット
ワーク側はスライスを複数化し、それぞれの特性に合わせた
帯域や遅延制約を設定することが想定されます。

•本研究では、アプリケーション開発者向けに、UEのIMSI毎
に特性の異なるネットワークに接続させる環境を提供します。
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テストベッドの活用シーン

•B5Gモバイルテストベッド モバイルアプリケーション開発
環境（A面）は、Beyond 5Gに求められる多種多様なアプリ
ケーションを中心とした技術の研究開発・実証のための環境
です。

•本デモンストレーションでは、下記の状況を想定して、A面に
おいて、UEのIMSI毎に指定したネットワークに接続させる
デモンストレーションを実施します。
–管理者が異なるDNへの接続（BYONへの接続）

–品質が異なるRAN（アプリケーションごとの使い分け）
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B5Gモバイル環境の全体構成
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引用： https://testbed.nict.go.jp/b5gm/
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3種類の実証環境

•モバイルアプリケーション実証環境（A面）
–多種多様なアプリケーションを中心とした技術の研究開発・実証

•モバイルネットワーク開発環境（B面）
–Open5GCore や Free5GC によるモバイルコアや基地局ソフト
ウェアの開発

•モバイル基地局開発環境（C面）
–28GHz帯、Sub-6GHz帯基地局の無線エリアを備える
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大阪大学には上記のうちA面とB面の環境が展開されている



アンテナ設置場所（A面：吹田・屋内）
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デモネットワークの構成
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MECの伝送遅延測定

• PTPを用いPC-GMC間の片道伝送遅延を測定
–無線区間は2経路同時接続
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マルチスライスの用途

•管理者が異なるDNへの接続（BYONへの接続）
–上流JGN / 上流SINET

•品質が異なるRAN（アプリケーションごとの使い分け）
–低遅延・狭帯域 / 高遅延・広帯域

•複数UEを用意し、各UEをIMSI毎に指定したネットワークに
接続させる
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参考：B面RANに設定されているスライス

• 3スライス設定されていることが5Gコアのログから確認できる
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管理者が異なるDN

•マルチスライス模擬
–各UEに割り当てられるIPアドレスによりUE識別

–N6に振り分け用ルータを接続

➢UEから上流に向かうパケットについて、UPFの次ホップをerxに向ける

•振り分け用ルータでポリシールーティングを実施
– raku1からのパケットをJGNに

– raku2からのパケットをSINETに
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品質が異なるRAN

•マルチスライス模擬
–各UEに割り当てられるIPアドレスによりUE識別

–N6上にLinuxマシンを配置しtcにより制御

•遅延制御
– raku1側を低遅延、raku2側を高遅延

– raku2側に片道15msの遅延を追加

•帯域制御
– raku1側を狭帯域、raku2側を広帯域

– raku1側に10Mbpsの帯域制限を設定
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参考：tcの設定内容 (1/2)
• N6側インタフェース（ens4f0）

– tc qdisc add dev ens4f0 root handle 1: htb
– tc class add dev ens4f0 parent 1: classid 1:1 htb

rate 1000mbit
– tc class add dev ens4f0 parent 1:1 classid 1:10 htb

rate 10mbit
– tc class add dev ens4f0 parent 1:1 classid 1:11 htb

rate 1000mbit
– tc qdisc add dev ens4f0 parent 1:11 handle 10: netem

delay 15ms
– tc filter add dev ens4f0 protocol ip parent 1:0 prio 1 

u32 match ip dst 172.17.14.188 flowid 1:10
– tc filter add dev ens4f0 protocol ip parent 1:0 prio 1 

u32 match ip dst 172.17.14.189 flowid 1:11
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参考：tcの設定内容 (2/2)
• erx側インタフェース（eno8403）

– tc qdisc add dev eno8403 root handle 1: htb
– tc class add dev eno8403 parent 1: classid 1:1 htb

rate 1000mbit
– tc class add dev eno8403 parent 1:1 classid 1:10 htb

rate 10mbit
– tc class add dev eno8403 parent 1:1 classid 1:11 htb

rate 1000mbit
– tc qdisc add dev eno8403 parent 1:11 handle 10: netem

delay 15ms
– tc filter add dev eno8403 protocol ip parent 1:0 prio 1 

u32 match ip src 172.17.14.188 flowid 1:10
– tc filter add dev eno8403 protocol ip parent 1:0 prio 1 

u32 match ip src 172.17.14.189 flowid 1:11
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